
＜集金について＞ 

下記の日程で各種の集金いたします。お釣りの無い

ようご持参ください。 

 

【対象】・延長保育料 

・スポット延長保育料  

・定期利用保育料 

【集金袋配布日】1 月 5 日（木） 

【集金日】12 月 6 日（金）～11 日（水） 

 

＜お知らせ＞ 

2 月 1 日～2 月 14 日の期間で保育士養成校から 1 名保育実

習生が入ります。 

＜幼児クラス 保育絵本用写真撮影のお知らせ＞ 

1 月 18 日(水)に世界文化社発刊の保育絵本で使用する写真の

撮影を予定しています。クッキング活動を行いまずが、その際

に自分で作った餅の提供を予定しています。 

 
 
 
 
 

こちらの情報は公開を控えさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1月の予定                    2月の予定 

 

 

 

 

 

 

日にち 予定 

1/4 保育始め 

1/12 健康診断（1歳、2歳） 

1/18 写真撮影（幼児） 

1/20 誕生会 

未定 身体測定 

日にち 予定 

2/2 健康診断（1歳、幼児） 

2/3 節分 

2/24 誕生会 

未定 身体測定 

令和 5年 1 月号（第 34号） 
神田川ほとりに花咲く保育園 

園長  清水 岳大 

今後の予定 

お知らせ 

 明けましておめでとうございます。新しい一年が、子ども達にとっても保護者の皆様にとっても健やかで笑顔咲

き誇る年になりますよう、お祈り申し上げます。 

 今年度も新型コロナウイルスの流行が年度を跨いだ第六波、爆発的に感染者が増えた第七波、そして現在に至る

第八波と感染の収束は見えておりません。園としても開園時間の短縮など、園の運営に影響するような事態もあり

ましたが、ご理解とご協力、多くの励ましなどをいただきましたこと、誠に感謝申し上げます。 

 今年度は毎月誕生会の実施を開始しております。昨年まではクラス毎に誕生児のお祝いを行ってきましたが、換

気、距離、時間などの点で感染対策を講じることで実施に至りました。会の中では、幼児クラスによる季節の歌や

遊戯を披露する場面があります。今まではクラスで親しむだけでしたが、誕生会で披露することで、人前で発表す

る経験、発表をするために整列をする移動や距離感、披露した後の拍手や年下児の憧れの表情など、今まで経験で

きなかった刺激が、子ども達の新しい成長や自信につながっていくことでしょう。それを見ている年下児にとって

は年上児に対する憧れや、次は自分たちもやってみたいという気持ちの芽生えになります。誕生会後には、幼児ク

ラスが歌っていた曲を覚えて口ずさんでいる姿も見られるようになりました。こうした子ども同士の刺激は、大人

から伝えるよりも大きな効果があると思います。兄弟関係が正にそうです。兄姉のやっていることに興味を持ち、

真似してみることで日常の生活動作や言葉を取り入れていきます。この兄弟関係の様なつながりが、保育園では異

年齢の関りであり、「おおきなおうち」として大切にしていくべきことだと思っています。 

 引き続き子ども達が「おおきなおうち」の中で、より多様な経験が出来る教育保育の展開を行って参りたいと思

います。本年もよろしくお願いいたします。 



＜２歳児 ひよこ組＞ 

子ども達は冬の寒さに負けず、かけっこや電車ごっこ、しっぽ取り等で園庭を走り回ったり、散歩に出掛けた

りして活発に身体を動かしています。少しずつ体力も付き、散歩の距離が長くなったり、階段や山道等を登ったり

しても、「つかれた」と言う事なく最後まで頑張る姿が見られ、頼もしくなってきました。横断歩道では、信号の

色を意識したり手を挙げて渡ったりする等、交通ルールを守ろうとする姿が見られます。また、出会った近隣の

方々へ「おはようございます」と積極的に挨拶をして関わりを持とうとする事、動植物の名前を覚えて色や形、鳴

き声や動きに興味を持つ事、天候の違いにも気が付く事等、地域の方々との関わりや見える世界が広がって来てい

ます。 

今後も、体調管理に気を付けながら、天気の良い日には戸外に出て、自然を感じながら楽しく身体を動かして

行きたいと思います。 

【今月のねらい】 

・連休明けの生活リズムを整えながら、安心して過ごす。 

・自分で出来る事を増やしていき、身の回りの事を自分でしようとする。 

・ごっこ遊びや集団遊びを通して、友達との関わりを楽しむ。 

・冬ならではの自然に触れ、正月の伝承遊びを楽しむ。 

 

 

＜１歳児 うさぎ組＞ 

本格的な冬が到来した 12 月でしたが、子ども達は寒さにも負けず元気に戸外で、かけっこやしっぽ取り、ボー

ル遊び、段差遊び等で身体を温めたり、落ち葉や木の実探したり、冬の自然にも触れて楽しむ事が出来ました。 

 クリスマス会では、江戸川公園で子ども達が拾い集めたどんぐりで作ったマラカスで、楽器遊びをしました。制

作の際には、保育者と一緒にどんぐりや鈴を入れた時の音の変化を楽しみながら｢しゃか、しゃかするね｣｢しゃん、

しゃんってする！｣等と自分で作ったマラカスの音を試しながら嬉しそうに鳴らしていました。 

連休明けは生活リズムが崩れやすくなりますので、丁寧な体調管理を行っていきたいと思います。また、室内は

適温で過ごしていますので子ども達が動きやすい素材の服のご準備をお願い致します。友達との手繋ぎ歩行から

の、むっくりくまさんといった簡単なルールのある小集団遊び、表現遊びに興味関心を持ってきているので、1 月

の活動に取り入れてより楽しめるようにしていきたいと思います。 

【今月のねらい】 

・園生活のリズムを取り戻し、感染症に留意しながら落ち着いて過ごす。                      

・簡単な身の回りの事をすすんで自分からしてみようとする。              

・友達や保育士等と会話ややり取りをしながら、好きな遊びを一緒に楽しむ。 

・戸外活動で冬の自然に触れ興味を持って遊ぶ。 

 

＜３歳児 はな組＞ 

12 月も子ども達は寒さに負けず元気に身体を動かしたり、散歩ルートを広げて商店街まで散歩したりしまし

た。今、散歩途中や日常生活の中でも、体幹を養う動きを意識的に取り入れています。公園にあるポールの中を友

達と手を繋いで潜る際は、友達と手を繋ぎながら一緒に歩調を合わせて潜ろうとしたり、一人の友達が先に潜っ

たりと『どうすればポールに当たらずに潜る事が出来るか』を考えながら潜る事が出来ています。 

また、『カチカチポーズ』という座った状態で石になりきって、様々なポーズを取りながら 10 数えるまで身体

を静止させています。最初は一定の時間身体を静止させる事が難しかったようですが、遊びの中で日々取り入れ

ていく事で「こんなポーズにする」と子ども達がポーズを考える余裕も見られます。活動を切り替える際にカチカ

チポーズを行う事で、気持ちの切り替えが早くなり、集中力が身に付いているようにも感じます。今後も子ども達

が楽しみながら、体幹と共に集中力も高めていけるような活動を行っていきたいと思います。 

【今月のねらい】 

・生活リズムを整えて、冬の季節を快適に過ごす。 

・自分の身の回りの事に興味を示し、必要な事を自分で行なおうとする。 

・寒さに負けずに、身体を動かしながら友達と一緒に遊ぶ。 

・自分の思いを伝えたり友達の思いを受け入れたりしながら友達との関わりを深めていく。 

・お正月の伝承遊び等や行事を楽しむ。 

・保育士等や友達と一緒に制作を楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスだより 



＜４歳児 ほし組＞ 

12 月は日輪寺との交流で焼き芋を行いました。事前に焼き芋に興味が持てるよう、『やきいもぐーちーぱ

ー』の手遊びを行うと子ども達は「やきいもやきいもおなかがぐー♪」と元気に歌ったり、「やったーじゃん

けんかったぁ」と喜んだりする姿がありました。また、『やきいもたいかい』という絵本を読むと「はやくや

きいもいきたいなぁ」と期待感が高まっていました。 

 当日は、日輪寺の住職さんに「おはようございます」と元気な挨拶でやる気満々。最初に『落ち葉拾い』

を行うと、お寺の外にある落ち葉を拾って焼き芋で使う材料の準備を行いました。その後は、友達と協力し

ながらアルミホイルをさつま芋に巻いて準備が完了。落ち葉が燃えて火や煙が出る様子を見ると「あったか

いね」「けむりがおそらにとんでくよ」と口々に感じたことを言葉にしながら観察していました。焼き芋が

焼き上がり、園でのおやつで食べると「とってもおいしいね」「おいもからけむりのにおいがする」と自分た

ちで焼いたお芋だと感じながら味わって食べる姿が見られました。 

今後も地域の方々との交流を楽しみながら散歩や行事に参加していきたいと思います。また、1月には日

輪寺さんで『もちつき』を企画していますので是非参加して正月の伝統行事を楽しんでみてください。 

【今月のねらい】 

・寒さに負けず、思い切り身体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

・新年の挨拶や伝統的な行事、色々な正月遊びを通して友達と親しむ。 

・散歩先や園内での活動の中で冬の自然に触れる事を楽しむ。 

・冬休み中の思い出や普段の出来事を友達の前で話したり、聞いたりする。 

・季節や行事に興味を持ちながら歌や制作等を楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度もバランスの良い食事と運動・十分な休養を取り、元気に保育園生活をおくれるようにしていきましょう。

また、感染予防対策も引き続きよろしくお願い致します。 

冬期において、新型コロナウイルス感染症が今夏を上回る感染拡大が生じる可能性があります。加えて、季節性の

インフルエンザも同時流行し、より多数の発熱等の体調不良者が生じる可能性が厚生労働省より示されています。同

時流行下における、受診・療養の流れについては、下記の図をご覧ください。 
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食育だより 

先月の食育の様子 

食育について～蓮根・柚子観察～ 

 

 

写真 
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うさぎ組で蓮根と柚子

の観察をしました。みん

な、興味津々で蓮根の穴

を覗いたり、柚子の香り

を嗅いだりと楽しそうに

観察していました。 

1 月献立について 

新年を迎え、日本伝統料理である『おせち料理』をはじめ『鏡開き』や『七草粥』を献立に取り入れ、料理に

込められた意味や由来について子どもたちに伝えていきます。また、今月は愛知県の郷土食も献立に組み込んで

おり、テーマ野菜の小松菜やほうれん草などの葉物野菜も子どもたちが好き嫌いせずにバランスよく何でも食べ

られるよう工夫した献立を考えております。 

ほうれん草 

とても栄養価が高い緑黄色野菜で、貧血を予防する

ための鉄分、免疫を高めるビタミン C やβカロテンな

どミネラル類がとても豊富です。旬の冬には、栄養価

も特に高くなります。園では副菜の胡麻和えやカレー

ライス、おやつのマフィンに使用し提供します。 

小松菜 

 βカロテンやビタミン C、鉄分の他、カルシウムも豊

富に含まれています。植物性のカルシウムは、吸収率が

19％と低めですが、肉や魚、乳製品などの動物性たんぱ

く質と合わせると吸収率アップが期待できます。園では

卵の中華炒めやチーズのチヂミに使用し提供します。 

おせちとは、『お節句（おせっく）』という言葉からき

ており、神様にお供えした後に私たちも頂くとその恩恵

が受けることができると考えています。 

子ども達には、健康や幸せを願う気持ちが食材ごとに

込められていることを伝えていきます。 

【園で提供する料理】 

Enntetikyou  

おせち料理について 

【田作り】 

その年の豊作を願ってたくさん実りますように 

【きんとん】 

黄金（お金）に見立て、豊かに暮らせますように 

【紅白なます】 

紅白のお祝いの水引より、平和に暮らせますように 

 この他に、松風焼きと黒豆蒸しパンを提供します。 

※当法人では誤嚥・窒息につながりやす

い食材の為、お餅の提供は行いません

が、ご家庭で食べる際は子どもの様子に

合わせて、十分に注意して召し上がるよ

うにお願いいたします。 

３歳未満へのお餅の提供は咀嚼が不十

分な為、控えることが望ましいとされ

ています。 

鏡開き 

お正月にお供えしたお餅を木槌等で割っ

て、無病息災を願ってお汁粉やお雑煮で食べ

る行事です。園ではお餅の代わりに南瓜餅を

使用して提供します。 


